
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 11 日（水）、くまもと森都心プラザにおいて NACCS 講習会を開催し、遠くは長崎市、志

布志市などの九州各地から保税業務３０名、通関業務３０名のご参加をいただきました。 

当日は、NACCS センター九州事務所の川俣所長の開会のご挨拶から始まり、小笠原氏によ

る海上保税業務、山野井氏による海上通関業務について資料に基づき、時には NACCS 画面を

スクリーンに表示しながら、第７次更改の新規機能等を中心に実務に即したご説明をいただきま

した。 

また、本講習会に先立ち、「NACCS 業務に関する１分アンケート」を通して、会員の皆様から

寄せられた多くの質問に対しても、追加の資料をもとに懇切丁寧な説明があったことから、参加

者の皆さんが熱心に耳を傾けられている姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NACCS 講習会を開催しました！  

☞保税業務（海上）・通関業務（海上） 

☞第７次更改対応 
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参加者アンケートでは「総合的な満足度」

調査において、「満足した」(75％)と「どち

らかといえば満足した」(25％)を合わせた

満足度が 100％という結果となりました。 

今回の講習会を通じて習得していただ

いた新たな知識やスキルが、参加者の皆

さんの今後の業務に大いに役立っていく

ことを期待しています。 

今後も NACCS 講習会を継続して開催

していく予定ですので、次回も是非ご参加

ください。 

第１部：海上保税 小笠原講師 第２部：海上通関 山野井講師 

講習会の模様 



 

 

 

 

 

 

3 月 12 日（木）、ワン・ステーションホテル熊本において「貿易実務講座（税関手続き編）」を

開催し、熊本県を始め近隣の大牟田市から１０名のご参加をいただきました。 

当日は、八代税関支署統括審査官の三宅氏から、保税地域、輸出入通関手続、他法令、経済連

携協定、特恵税率適用のための条件、原産地規則、事前教示制度、関税の減免税制度、認定事業

者（AEO）制度、税関の相談窓口など幅広い分野を懇切丁寧にご説明いただきました。 

本講座の終了後には、講師に対して個別に質問される参加者が見られるなど、税関手続の基

礎知識を広く知っていただく良い機会となりました。 

熊本県貿易協会との共催で開始する本講座は、今回で 20 回を超える歴史がある講座です

（過去の資料で判明しているもので少なくとも 23 回目）。 

今後も、これまでの参加者の声を参考に、実りの多い貿易実務講座としていきたいと考えて

おりますので、日本関税協会長崎支部、熊本県貿易協会に多くのご意見・ご要望をお寄せいただ

ければ幸いです。 

 

貿易実務講座（税関手続き編）を開催しました！ 

《日本関税協会長崎支部・熊本県貿易協会》 

【講演される三宅統括審査官】 

【講演会の模様】 


